
＜学習指導部会＞

視点

＜道徳推進部会＞

視点

取組
・子どもたちのよさを伸ばし、指導改善につなげる評価となるよう、各校の評価の工夫を共有する。
・見取りや評価についての情報交換を行う。
・発問や評価の工夫に重点をおいて指導案検討や授業参観を行う。

成果

・感染症対策のため、授業を実際に参観してもらうことはできなかったが、指導案や授業の様子を収録
したDVDなどを見てもらい、感想などを共有することで、研修を進めることができた。
・評価の工夫として作成した評価シートについて、各学校へ情報提供をして、活用できるよう共有し
た。
・考えを書く場をどのように設定するか、各学校での取組を共有しながら研究を進めることができた。

課題
・今後も、授業を参観することは時期によって難しいことがあると思われる。別の方法での研修も考え
ていくとよいかもしれない。
・評価の方法については引き続き課題である。

【児童生徒の実態】
・素直で穏やかな児童生徒である。
・道徳の授業では、友達の意見を聞いて、受け入れている様子が見られる。また、自分の意見を言うことにも抵抗がなく
なってきている。

【部会のねらい】
・地域への愛着をもち、社会に貢献できる。
・自己開示をしながら自分を見つめ、考えを表現（話す・書く）することができる。

＜A＞
教育課程の
工夫改善

＜B＞
教育活動の
連続性の確保

＜C＞
教職員間の
連続・恊働

＜D＞
家庭･地域との
連携・協力

成果

・ペア学習やグループ活動を通して「教え合い」「学び合い」の取組が定着してきたことで自己肯定感
も上がってきている。
・各校の全国学力調査やとちぎっ子学習状況調査の分析結果や学力向上のための取組を共有した。特に
効果が上がっていると考えられる「キーワードを使った振り返り」については、中学校区全体で実践し
ていくことが確認できた。
・パワーアップノートの活用等、今年度以前から実施してきた取組が定着してきた。

課題

・引き続き、伝え合う活動や根拠を明らかにして説明する活動を意識した授業改善を進めたい。
・重点教科である算数・数学の交流授業なども行えるようにしていきたい。
・家庭学習においても「めあて」と「振り返り」を行い、児童生徒がさらに主体的・計画的に学習を進
めていくことができるように支援していきたい。
・小中交流の授業参観や授業実践を計画的に行い、お互いに参観したい。

【児童生徒の実態】
・小学校…明るく素直な児童が多い。学習に対する主体性や論理的に考えることなどに課題がある。
・中学校…礼儀正しく素朴な生徒が多い。自己肯定感が低く、話合い活動や自分の考えを表現すること、
　論理的に深く思考することなどに課題を抱えている。

【部会のねらい】
　児童生徒が主体的に考え、学び合うことができる。

＜A＞
教育課程の
工夫改善

＜B＞
教育活動の
連続性の確保

＜C＞
教職員間の
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＜D＞
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石橋中学校区

【目指す子ども像】
　　地域とつながり社会に貢献できる子ども

【実践研究課題】
  　教育活動全体を通じて、居がいのある学級・学校づくりを推進し、児童生徒の自己肯定
　感を高め、豊かな情操と道徳性を備えた社会に進んでよい行いができる子どもの育成

各部会の取組

取組

・児童生徒にとって居がいのある学級・学校づくりを推進するとともに、教材研究や授業改善を図りな
がら授業力向上を図る。
・グループ活動などを通して、主体的に教え合い・学び合いを行い、論理的に思考させたり、説明させ
たりする授業を行う。
・重点教科を算数・数学とし、論理的思考力を高めるための指導を各教科と連携して行う。
・昨年度実施した取組の継続と日常化を図る。【挨拶の後に礼、パワーアップノートの活用、家庭学習
強調週間の実施、調査結果などを活用した学業指導】



＜児童生徒指導部会＞

視点

＜特別支援・教育相談部会＞

視点

取組

・個別の教育支援計画（個別の指導計画）を児童の思いを踏まえて作成し、自分の特性を知りよさを伸
ばそうとする態度を育てる。
・教育相談だより・特別支援教育だよりをホームページに載せ、教職員や保護者への啓発を図る。
・各校の特別支援学級のリモートによる交流会を実施し、コミュニケーションを図る。

成果

・各校の特別支援学級のリモートによる交流会を実施し、懐かしい顔や声が確認でき、仲間意識が持て
た。特に小中間の交流は、成長した自分をイメージしたり成長した自分を確認したりすることができ、
効果的であった。
・個別の教育支援計画（個別の指導計画）を児童生徒の「こうなりたい」という思いを踏まえて作成し
ようという意識を教師が持ち、少しずつ実践できた。
・教育相談だより・特別支援教育だよりをホームページに載せることができた学校もあり、啓発を図る
と共に、各校の取組を確認するのに有効だった。

課題
・通常の学級の個別の指導計画についても、「よさを伸ばす」観点で作成する意識を育てたい。
・教育相談だより・特別支援教育だよりについては、各校で発行の方法や回数にばらつきがあった。互
いの取組を参考にし、レベルアップを図りたい。

【児童生徒の実態】
・学校生活、集団生活に適応して生活できている児童生徒が多い。
・不登校、不登校気味の児童生徒や特別な支援を要する児童生徒が年々増加している。

【部会のねらい】
・自分の特性を知り、よさを伸ばそうと進んで行動することができる。
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取組
・「あいさつ運動」「あいさつ強調週間」「家庭であいさつ運動」の実施
・児童会・生徒会活動との連携を図り、児童・生徒主体の活動を行う。
・不登校生徒の状況を把握し、小中連携して解決策を検討する。

成果

①「あいさつ強調週間」
　・全児童生徒が１週間を通して行うことで意識付けとなった。
　・あいさつリーダーが登校班の見本となって地域の方にあいさつし、意識が高まった。
　・スタンプやシール、表彰を行うことであいさつの良い児童生徒を認める機会となった。
②「家庭であいさつ運動」
　・子ども達も意欲的に取り組み、保護者の意見も前向きな意見が多かった。
　・集計結果も昨年度より向上している。
③「あいさつ運動」
　・児童会や生徒会が中心になって活動し、徐々にではあるがあいさつが良くなってきている。

課題

・「家庭であいさつ運動」では、感謝の気持ちが足りず「ありがとう」が言えない、自分からあいさつ
できない、学校ではできるが家庭でできない等の意見が聞かれた。
・学校外でのあいさつが向上できるよう、地域とのつながりに目を向ける必要がある。
・どういうあいさつをすればいいのか、発達段階に応じた目標が必要である。
・実態把握や対策を検討し、個に応じた対応をしているが、行きしぶり、不登校の子どもが増えてきて
いる。

【児童生徒の実態】
・自発的に挨拶できる児童生徒の育成をめざし継続して取り組んできたが、臨時休業により人と接する機会が減り、登校し
た際の挨拶の声も小さくなっている。
・不登校傾向にある児童生徒が増加傾向にある。

【部会のねらい】
　時と場に応じて、自発的にあいさつできる。
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連携・協力

リモート交流の様子



＜特別活動部会＞

視点

＜体力増進部会＞

視点

取組

・運動習慣や技能・体力の二極化を解消するために、教科体育や業間活動を工夫し、児童生徒の体力
（特に握力・走力・投力）が向上できるような取組を行い、「運動したい」という意欲を高める。
・体育や業間活動において、各学校で運動の機会や場・時間の設定、補助運動の工夫をして体力向上に
努める。
・運動に親しむ習慣を身に付けるために、休み時間における児童生徒の外遊びの機会を増やすよう、教
員が外での運動を児童生徒に呼び掛けたり、教員自ら外遊びに加わって運動する楽しさを共有したりす
る。
・「握力の向上」を重点課題とし、「紅白玉握り」や「鉄棒ぶら下がり」「個人綱引き」などを継続し
て行い、１０月に再度計測する。

成果

・新体力テストの検査項目に関連する動きや動作の向上のための補強運動、登り棒大会、縦割り班対抗
ドッジボール大会等、全校での活動を行い、児童生徒は各活動に意欲的に取り組み、運動の楽しさを感じ
ることができた。
・握力については、６月実施の体力テストの結果と比較し、全小学校の平均では６％、中学校では１％向
上した。小学校２校において、１７％向上した学年もあった。なお、特に重点的に取り組んだ小学校で
は、全学年で向上し学校平均では１２％の向上が見られた。
・小学校でも中学校でも、教員と一緒に遊ぶことを楽しみにしている児童生徒が多い。

課題

・設定した活動には意欲的に取り組めるが、休み時間においては、運動遊びをする児童生徒とそうでな
い児童生徒の二極化が見られるため、年度当初から多くの活動を設定し、運動に親しむ習慣を身に付け
させることが必要である。
・日頃から積極的に外遊びに出る教員が固定化されているため、啓発の継続とともに、教員も外に出た
くなるようなきっかけ作りが必要である。

【児童生徒の実態】
・新体力テストの結果において全体的に全国平均を下回る傾向にある。
・運動する・しない児童生徒の二極化が顕著である。
　(運動しない児童生徒は、運動習慣が身に付いていなかったり、運動に苦手意識をもっていたりする場合が多い)

【部会のねらい】
・児童生徒が「運動が楽しい」「運動したい」という関心意欲をもつことができる。
・運動に親しむ習慣を身に付ける。（外で遊びたくなるような工夫・教科体育での運動量の確保・業間運動や遊具の工夫）

＜A＞
教育課程の
工夫改善

＜B＞
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取組
・学級力アンケートの実施（年２回）
・学級力アンケートの結果をもとにした話合い活動 （学級活動）と取組
・振り返りシートの活用

成果

・学級力アンケートの活用方法を統一して取り組んだ。
・振り返りシートから９０％以上の児童生徒が学級について自分のこととしてとらえ、よりよくしていき
たいと考えていることがわかった。
・アンケートを繰り返し実践していく中で、話合いの内容が深まっていく学校・学級が増えた。

課題

・各学級の取組について、学年やブロックで共有するなど広げていく必要がある。
・アンケートの内容について項目や文言を見直し、学級独自のアンケートを実施する。
・子ども未来プロジェクトで「話し合いの場」を設定し、中学生が小学校に出向き、交流を図る。
・行事などの前後に行っているキャリアパスポートの扱い方について追究していきたい。

【児童生徒の実態】
・周囲とうまく関われない児童生徒が多い。
・心に悩みを抱えている生徒が中学校にたくさんいる。

【部会のねらい】
・児童生徒自らの手でよりよい学級づくりを目指していく中で、児童生徒の思いやりの心や自分の思いを発信し、コミュニ
ケーションを図ることができるようにする。（交流活動を有効的に用いる）
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＜健康増進・食育部会＞

視点

取組

・中学校の定期テスト期間に合わせてメデイアコントロールウィークを実施する。
・メディアに関するアンケートを実施し、児童生徒の実態把握を行う。
・小・中学校全校（小学４年生または５年生、中学１年生を想定）で、学級活動における朝食指導を実
施する。
・給食週間に、小・中学校全校で「朝食の大切さ」についての食育指導を行う。

成果

・メディアコントロールウィークを行ったことで、家庭でのメディア使用のルールの見直しが図られ、
家庭学習の時間や家族団らんの時間の一助となった。
・メディアに関するアンケートは、各校の裁量で実施し、児童生徒の実態把握・実態に応じた指導に生
かせるようにした。
・小・中学校全校（小学４年生または５年生、中学１年生）で、学級活動における朝食指導を、学級担
任・栄養教諭・学校栄養職員が連携し実施した。
・朝食に対する意識が高まり、朝食アンケートにおいて「朝食を毎日食べる」「主食とおかずを食べ
る」と答えた児童生徒の割合が中学校区全体で増えた。
・小中一貫健康増進・食育だより「いしばし元気っ子」を発行し、家庭への啓発ができた。

課題

・メディアアンケートの用紙を活用し各学校ごとの実態把握ができた。今後は、中学校区としての傾向
を把握し、指導に活かしていきたい。
・小学校４年生、中学校１年生で行っている学級活動での朝食指導を、他学年の指導においても関連付
けが可能な場面を検討する。

【児童生徒の実態】

・ゲーム等のメディア機器を長時間使用することで、生活習慣が乱れる傾向がある。
・ゲーム依存による不登校児童生徒もいる。
・市の課題である朝食摂取状況について、「毎日食べる」割合は小学校86.8%、中学校83.5%であり、前年度より改善傾向に
ある。(令和元年10月調査)

【部会のねらい】

・朝食の摂取率向上及び内容の改善に向けた取組やメディア利用をコントロールすることにより生活習慣を見直し、基本的
生活習慣を確立できる。

＜A＞
教育課程の
工夫改善

＜B＞
教育活動の
連続性の確保

＜C＞
教職員間の
連続・恊働

＜D＞
家庭･地域との
連携・協力



　【成果と課題】


